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天然ヒラメ親魚からの採卵について Ⅰ 

採 卵 適 期 に つ い て 

田  内   大 

 Acquisition of fertilized eggs from matured flat fishes, 

Paralichthys olivaceus (TEMMINCK et SCHLEGL) landed at 

Jogashima Island－Ⅰ 
0ptimum period of acquiring fertilized eggs 

Masaru TAUTI 

 栽培漁業が全国各地で実施されつつあり，魚類ではマ

ダイ・ヒラメ等がその対象種に挙げられている。 

ヒラメParalichthys olivaceus (TEMMINCK et SCHLEGEL)

の人工ふ化については1898年藤田（1933）によって，そ

れが試みられて以来，増田，他（1964），原田，他

（1966）等によって人工ふ化仔魚の飼育研究が行われま

た，採卵については熊井，他（1971）の研究がある。 

 筆者は1969～'74年，ヒラメの種苗生産に関して採

卵・仔稚魚飼育の試験を行ったが，それらのうち本報告

では採卵適期について検討したので報告する。 

 なお，本報告作成にあたって色々と御指導いただいた

当水試井上正昭増殖研究部長，ならびに城ケ島地先にお

ける定地水温資料の使用を許可された同池田交雄技師に

深謝する。 

 材料および方法 

 神奈川県三浦市三崎町城ケ島地先の七目網（刺網）に

よって漁獲されたヒラメを対象として，1969～'72年の

４年間，主として産卵期である３～４月の２ヶ月間，随

時１日１回採卵した採卵は可能な限り一定になるように

軽く腹部を圧迫して得られるだけの卵を得た。 

 採卵親魚の出現率は，（採卵成功日数）÷（調査稼働

日数）×100，採卵率は，（採卵尾数）÷（雌親魚尾数）

×100，で表わした。 

 城ケ島地先の七目網で漁獲されるヒラメは，体重

1.0kg未満の銘柄「ソゲ」と体重1.0kg以上の銘柄「ヒラ

メ」の２銘柄別に集荷されているが，ヒラメが雌雄とも

に成熟するのは全長50cm・体重1.5kg以上であるので

（田内1974），銘柄「ヒラメ」を親魚とし，城ケ島にお

ける親魚来遊率を（銘柄「ヒラメ」の半月別漁獲量）÷

（同銘柄の１月後期～５月後期の漁獲量）×100，によ

って求めた。 

 産卵期における水温は，産卵場の表面と水深50ｍ層で

は，水温差はほとんど無くなるので（千葉県・神奈川県

1975）・1969～'72年の城ケ島地先における定時定点の観

測結果から半月別の平均値を求めた。 

 結   果 

 城ケ島におけ御柄「ヒラメ」の１月後期～５月後期の

漁獲量は，その年間漁獲量の約90％に相当するが，1969

～'72年にそれぞれ4.2，3.4，4.7，1.9tであり，それら

の年度の２～５月について半月別の採卵親魚の出現率・

採卵率・親魚来遊率・水温を第１図に示した。 

 1969年の水温は２月後期に景低値12.2℃が出現し，親

魚来遊率は３月後期に34.1％で最高値になり，採卵親魚

の出現率は４月前期と後期に最高値100％を示した。ま

た，採卵率は３月前期～４月後期に最高値100％であった。 

 '70年の水温は３月後期に最低値12.2℃出現し，親魚

来遊率は４月後期と５月前期に最高値約21％となり，採

卵親魚の出現率は３月後期に最高値100％を示した。ま

た，採卵率は３月後期に最高値84.8％であった。 

 '71年の水温は３月前期に最低値11.4℃が出現し，親

魚来遊率は３月前期に最高値約28.0％となり，採卵親魚

の出現率は３月後期～４月後期に最高値100％を示した。 

また，採卵率は３月後期に最高値100％であった。 

 '72年の水温は３月前期に最低値10.4℃が出現し，親

魚来遊率は３月に最高値44.4％となり，採卵親魚の出現

率は３月後期に最高値37.5％を示した。また，採卵率は

３月にほぼ最高値と考えられる80％であった。 

 以上のように，最低水温の出現する時期は年度により

２月後期から３月後期まで前後するが，親魚来遊率はそ

れらの最低水温の出現した時期から1.5ケ月以内に，採
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図１ 1969年～'72年の産卵期における親魚来遊率，採卵親魚の出現率，採卵率および水温 

 （注）'72年は親魚来遊率，採卵率は月別に表現 

 

卵親魚の出現率は最低水温の出現した時期から1.5ケ月

以内に，また，採卵率は最低水温の出現した時期から半

月以内にそれぞれに最高値を示した。 

 考  察 

天然ヒラメ親魚からの採卵適期は，最低水温の出現する

時期により異なるが，それが何によって左右されるかは

この資料の範囲では説明できない。しかし，最低水温の

出現時期から１ヶ月以内の３月前期～５月前期主として

３月に親魚来遊率が最高値を示し，採卵親魚の出現率は

最低水温の出現時期から1.5ヶ月以内の３月後期～４月
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後期主として３月後期に最高値を示し，また採卵率は最

低水温の出現時期から半月以内の３月前期～４月後期主

として３月後期に最高値を示す。以上のことから考える

と，この地先では３～４月主として３月後期が採卵適期

といえる。このように，最低水温の出現時期により採卵

適期は前後するので，海況が予想できれば，それによっ

て一応の採卵計画を立てることができる。 

 なお，ここでは，半月別平均水温を用いたが，原田

（1974）は産卵期間中の水温の高低差はほぼ数度以内で，

盛期の水温は魚種によって定まっておりヒラメの産卵適

水温は14～17℃としている。しかし，ここでは11.9～

14.9℃となり，産卵盛期の水温が低温であった。このこ

とは，海産魚の飼育結果から水温変化も成熟に関係が深

いとする原田（1974）の記載とヒラメの分布範囲とから

考察すると，成熟する許容範囲においてはその絶対値で

はなく，むしろ水温変化が産卵に関与するためと考えら

れる。したがって，上記で述べた採卵適期は海域によっ

て異なることが予想される。 

 なお，ここでは採卵適期を水温と対応させて親魚来遊

率・採卵親魚の出現率・採卵率の変化から論じた。しか

し，産卵には水温の他に，日長変化，栄養も関与すると

考えられるが，ここでは触れなかった。 
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